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川村 祥介 (熊大 ･医)
近昨冬柾口旧し動物において網膜より外川泰状休を経て
祝党Wl皮r上に至る経路の他に.祝党に況するIlJ'･ly屯を網脱
より中脳,ことに上丘および祝苫前城さらにヲ和rl祝托役
部核即を経て皮矧 こ伝える経路が知られるようになっ
た.我々もこのことをネコを用いて解剖学的に確認し,
さらにこの系の網膜局在を明らかにしたが.比較耶剖･1モ
的にみるとこの系のうち.f'T<Ji長糊においてはgJr一次巾桁
である上丘が退化するのに反して.節二次巾解である祝
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